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地域組織の確立で

mail jam-senior@jam-union.jp会員間の絆の促進を

９
月
に
は
立
憲
民
主
党
の
代
表
選
挙

と
自
民
党
の
総
裁
選
挙
が
あ
り
、
特
に

自
民
党
の
総
裁
選
挙
で
は
、
国
民
に
向

け
て
耳
障
り
の
良
い
政
策
が
並
べ
ら
れ
、

本
当
に
国
民
の
た
め
を
思
っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
た
が
、
自
民
党
の
た
め

の
総
裁
選
で
し
か
な
か
っ
た
。

総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
物
価
高
の
中
で
、
私
た

ち
高
齢
者
の
生
活
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

高
齢
退
職
者
（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
の

組
織
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
今
更

な
が
ら
考
え
て
み
た
。
連
合
の
日
本
退

職
者
連
合
は
１
９
９
１
年
11
月
に
結
成

さ
れ
33
年
が
経

過
す
る
が
、
会

員
数
の
減
少
に

歯
止
め
が
掛
か

ら
な
い
実
態
に

あ
り
、
70
万
人

組
織
か
ら
当
面
85
万
人
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
地
方
組
織
、
産
別
組
織
、
単

組
組
織
に
お
い
て
も
同
様
な
状
態
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
島
津
退
職
者
組
合
協

議
会
は
１
９
７
６
年
に
発
足
を
し
結
成

か
ら
48
年
が
経
過
し
ま
す
、
当
時
の
労

働
組
合
が
企
業
組
織
と
は
異
な
っ
た
、

労
働
組
合
主
体
の
組
織
と
し
て
発
足
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
社
会
の
変
化

は
大
き
く
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
国
家

財
政
か
ら
年
金
の
支
給
繰
り
上
げ
年
齢

の
変
化
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
働
き
方

も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
退
職
者
組
織
に
と
っ

て
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
、
組
織

人
員
の
減
少
が
始
ま
り
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
２
０
１
５
年
に

は
８
０
４
４
名
の
会
員
が
、
２
０
２
４

年
に
は
、
６
５
５
２
人
と
１
５
０
０
名

の
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き

な
原
因
は
京
都
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
あ
り
、

２
０
０
４
年
の
会
員
数
２
６
５
０
名
が
、

２
０
２
４
年
に
は
１
０
６
４
人
と
激
減

し
、
年
間
平
均
で
８
０
名
が
減
少
し
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
の
減

少
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
拡

大
を
図
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
そ
の

大
き
な
原
因
は
会
員
の
高
齢
化
（
平
均

年
齢
81
歳
）
に
よ
る
逝
去
と
新
規
加
入

者
の
減
少
に
あ
り
、
定
年
延
長
と
高
齢

就
労
の
増
加
に
よ
っ
て
新
規
加
入
の
在

り
方
に
つ
い
て
現
役
労
組
と
抜
本
的
な

連
携
が
必
要
で
す
。

高
齢
退
職
者
の
組
織
化

と
問
題
点

Ｊ
Ａ
Ｍ
北
海
道
は
、
待
望
の

北
海
道
退
職
者
の
会
（
通
称
：

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
の
結
成
総
会

を
９
月
28
日
に
ホ
テ
ル
ポ
ー

ル
ス
タ
ー
札
幌
に
お
い
て
開

催
し
、
全
国
32
番
目
の
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。

結
成
総
会
は
、
冒
頭
に
結

成
準
備
委
員
会
を
代
表
し
て
、

山
本
隆
信
委
員
長
（
ユ
ニ
オ

ン
北
海
道
理
事
長
・
元
北
海

道
内
田
鍛
工
労
組
）
よ
り
、

「
諸
先
輩
が
何
年
も
前
か
ら

結
成
に
向
け
た
議
論
を
し
て

き
た
が
、
な
か
な
か
結
成
に

至
ら
ず
、
よ
う
や
く
昨
年
の

Ｊ
Ａ
Ｍ
北
海
道
の
定
期
大
会

で
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
結
成
の
方

針
が
確
認
さ
れ
、
以
来
準
備

委
員
会
を
開
催
す
る
中
で
、

現
役
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
北
海
道
結
成

25
周
年
の
年
に
あ
わ
せ
て
結

成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今

後
は
現
役
と
も
連
携
を
深
め

な
が
ら
一
歩
ず
つ
着
実
に
組

織
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
北
海

道
・
島
田
暢
如
委
員
長
と
Ｊ

Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
田
中

久
弥
副
会
長
か
ら
挨
拶
を
受

け
た
あ
と
議
事
に
入
り
、
結

成
準
備
委
員
会
報
告
、
規
約

案
、
活
動
方
針
、
役
員
選
出

を
長
田
泰
幸
準
備
委
員
会
事

務
局
長
（
北
海
道
書
記
長
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案
し
、
す

べ
て
の
議
事
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
９

月
28
日
に
第
24
回
年
次
総
会
を

近
畿
労
働
金
庫
本
店
・
12
階
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
。
会
員
、

役
員
、
来
賓
、
計
46
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
清
水
謙
一
代

表
幹
事
は
、
日
本
の
退
職
者
連

合
68
万
人
に
比
べ
、
３
６
０
０

万
人
の
全
米
退
職
者
連
盟
が
ア

メ
リ
カ
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
会
員

の
拡
大
に
対
す
る
決
意
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
大
山
会
長
は
、
参
議
院

の
厚
生
労
働
委
員
会
に
組
織
内

議
員
が
居
れ
ば
、
健
康
保
険
証
の

廃
止
問
題
に
つ
い
て
も
厳
し
く
追

及
し
て
い
た
は
ず
と
し
、
２
０
２

５
年
夏
の
参
議
院
比
例
代
表
選
で

の
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
当
選
に
向

け
た
取
組
み
強
化
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。

審
議
に
入
り
狩
谷
事
務
局
長
よ

り
、
２
０
２
５
年
度
活
動
計
画
を

提
案
。
「
10
％
の
会
員
拡
大
」
に

向
け
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
①

単
組
シ
ニ
ア
組
織
の
結
成
、
シ
ニ

ア
会
員
の
い
な
い
単
組
で
は
、

「
最
低
一
人
の
参
加
を
求
め
る
」

こ
と
を
追
求
す
る
。
②
地
協
Ｏ
Ｂ

会
未
組
織
地
協
に
お
け
る
組
織
化

の
追
求
。
③
定
年
再
雇
用
者
を
組

合
員
・
非
組
合
員
に
か
か
わ
ら
ず

シ
ニ
ア
組
織
加
入
を
要
請
す
る
。

な
ど
の
方
針
を
提
起
し
ま
し
た
。

政
策
制
度
課
題
で
は
、
健
康
保

険
証
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
へ
の
置
き

<

裏
面
へ
続
く>

Ｊ
Ａ
Ｍ
北
海
道
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
結
成

Ｊ
Ａ
Ｍ
北
海
道
結
成
25
周
年
に
結
成
総
会
を
開
催

京
都
シ
ニ
ア
会
長

木
村
正
次

主 張
北海道

大阪

定
期
総
会
を
開
催

事
務
局
長

狩
谷
道
生
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表
面
よ
り
続
く>

換
え
に
反
対
し
、
現
行
の
健
康

保
険
証
の
廃
止
を
撤
回
す
る
よ

う
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。
そ

し
て
、
２
０
２
５
年
の
参
議
院

比
例
代
表
選
挙
に
お
い
て
「
郡

山
り
ょ
う
」
の
必
勝
に
向
け
て

現
役
組
織
と
連
携
し
た
取
組
み

を
全
力
で
推
し
進
め
る
こ
と
を

提
起
し
、
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
活
動
計
画
、
予
算
な
ど
す

べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

年
次
総
会
に
先
立
ち
、
学
習

会
を
開
催
。
奥
山
泰
行
顧
問
弁

護
士
か
ら
、
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
後
半
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と
」

と
題
す
る
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

奥
山
弁
護
士
は
、
高
年
齢
期
の

暮
ら
し
を
脅
か
す
ト
ラ
ブ
ル
と

し
て
、
様
々
な
詐
欺
・
悪
徳
商

法
被
害
者
に
な
る
リ
ス
ク
、
交

通
事
故
の
被
害
者
に
な
る
リ
ス

ク
、
認
知
症
と
財
産
管
理
問
題

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
さ
ら
に

相
続
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
も
「
い
い
か
ら
、
と
に
か

く
、
遺
言
書
を
作
っ
て
！
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
17
日
に
京
都
労
働
者

総
合
会
館
に
お
い
て
２
０
２
５

年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
。

役
員
十
三
名
・
代
議
員
32
名

が
出
席
、
来
賓
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
大
山
会
長
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

京
滋
青
山
執
行
委
員
長
の
ご
挨

拶
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
組
織

内
候
補
「
郡
山
り
ょ
う
」
さ
ん

か
ら
「
も
の
づ
く
り
産
業
の
発

展
と
社
会
保
障
の
充
実
実
現
」

と
の
力
強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
、
大
会
議
長
藤
崎
二
郎

さ
ん
（
Ｏ
Ｂ
の
会
菊
水
）
の
議

事
進
行
で
過
年
度
経
過
・
決
算

報
告
。
新
年
度
の
活
動
方
針
・

予
算
。
役
員
の
一
部
交
代
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
方
針
と
し
て
は
、

一
．
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

「
四
つ
の
理
念
」
「
五
つ
の
活

動
指
針
」
を
前
提
に
活
動
を
進

め
る
。
二
．
政
策
制
度
に
関
わ
っ

て
①
物
価
高
騰
対
策
を
求
め
る

②
健
康
保
険
証
の
廃
止
の
撤
回

③
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
で
き

る
年
金
・
医
療
・
介
護
・
認
知

症
対
策
の
確
立
。
三
．
「
郡
山

り
ょ
う
」
さ
ん
の
当
選
を
目
指

す
応
援
活
動
。
四
．
政
策
研
修

会
の
開
催
。
五
．
衆
議
院
解
散

総
選
挙
に
向
け
、
私
た
ち
の
政

策
を
推
進
実
現
で
き
る
候
補
を

応
援
。
六
．
現
役
の
協
力
も
得

な
が
ら
会
員
拡
大
に
取
組
む
。

七
．
会
員
交
流
の
た
め
囲
碁
・

将
棋
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
実
施
。
以
上
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
９

月
30
日
に
第
23
回
定
期
総
会
を

長
岡
市
魚
藤
で
開
催
。
シ
ニ
ア

11
組
織
、
現
役
３
単
組
、
計
41

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
来
賓
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
大
野
弘
二
事
務
局
長

よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
参
院

選
の
取
組
み
、
通
常
の
活
動
に

戻
っ
て
来
て
い
る
全
国
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
状
況
を
共
有
し
ま
し

た
。
今
総
会
で
は
、
「
郡
山
り
ょ

う
」
必
勝
決
議
が
採
択
さ
れ
、

応
援
カ
ー
ド
な
ど
で
会
員
へ
の

周
知
活
動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
懇
親
会
で
は
、

参
加
者
か
ら
「
普
段
な
か
な
か

会
え
な
い
、
昔
の
組
合
の
仲
間

に
会
え
る
の
を
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

10
月
２
日
（
水
）
、
岡
谷
市

の
太
田
屋
中
央
通
り
メ
モ
リ
ー

に
お
い
て
、
来
賓
・
役
員
を
含

め
31
名
の
参
加
に
よ
り
長
野
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
第
24
回
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

三
井
会
長
の
挨
拶
で
は
、

「
能
登
半
島
地
震
と
先
日
の
豪

雨
災
害
に
よ
り
再
び
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
一
日
も
早
い
復
旧

復
興
を
望
む
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
紛
争
等
に
よ
り
世
界
平

和
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
欧
米

を
含
め
た
民
主
国
家
に
お
い
て

軍
拡
の
動
き
が
加
速
し
、
日
本

に
お
い
て
も
防
衛
力
強
化
の
動

き
が
加
速
し
つ
つ
あ
り
大
変
危

険
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
終

戦
後
79
年
が
経
過
し
、
戦
争
の

記
憶
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
非
常
に
危
惧
を
し

て
い
る
。

年
金
金
額
の
切
り
下
げ
や
医

療
費
負
担
増
の
改
悪
が
継
続
さ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
日
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
高
齢
者
の
声
を
国
政

に
活
か
す
取
組
み
の
重
要
性
は

益
々
高
ま
っ
て
い
る
。
来
年
の

参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
何
と

し
て
も
組
織
内
議
員
を
輩
出
し
、

我
々
の
声
を
国
会
に
反
映
し
て

い
く
た
め
に
も
、
本
日
の
総
会

に
お
い
て
立
憲
民
主
党
の

「
郡
山
り
ょ
う
」
応
援
カ
ー
ド

の
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
、
現

役
と
連
携
し
な
が
ら
当
選
に
向

け
た
活
動
を
展
開
す
る
。
」
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
「
２
０
２
５

年
度
活
動
計
画(

案)

」
「
予
算

(

案)

」
「
２
０
２
５
年
参
議
院

選
挙
候
補
予
定
者

郡
山
り
ょ

う

応
援
カ
ー
ド
取
組
み
」
の

す
べ
て
が
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

滝
澤
議
長
と
Ｔ
Ｐ
Ｒ
の
小
川
さ

ん
に
よ
る
歌
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
福
祉
カ
ン
パ
に
つ
い
て

は
１
万
９
７
９
３
円
の
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

中
央
労
福
協
の
「
教
育
費
負
担

軽
減
・
奨
学
金
制
度
改
善
に
向

け
た
ア
ピ
ー
ル
」
に
賛
同
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
団
体
署
名

と
個
人
署
名
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ビ
ー
ル
内
容

１
．
す
べ
て
の
学
生
を
対
象
に
、

大
学
、
短
大
、
高
等
専
門
学

校
（
４
年
・
５
年
）
、
専
門
学

校
の
授
業
料
を
現
在
の
半
額
に

し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
大
学
等
修
学
支
援
制
度
の

対
象
を
多
子
世
帯
や
理
工
農
系

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
年
収
６

０
０
万
円
ま
で
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
授
業
料
減
免
額
も
拡
大

し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
奨
学
金
返
済
に
係
る
負
担

の
軽
減
に
向
け
て
、
貸
与
型
を

有
利
子
か
ら
無
利
子
へ
、
所
得

に
応
じ
た
無
理
の
な
い
返
済
制

度
や
返
済
困
難
な
場

合
の
救

済
制
度
を
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
総
会
を
開
催

定
期
総
会
を
開
催

長野

京都

定
期
総
会
を
開
催

伊
藤
忠
男

通
信
員

新潟

ｵﾝﾗｲﾝ署名の
QRｺｰﾄﾞです

個
人
署
名
の
お
願
い


